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日本国有鉄道改革法

第6条（旅客鉄道事業の分割及び民営化）
（略）その役割を担うにふさわしい適正な経営規模の下において旅客輸送需要

の動向に的確に対応した効率的な輸送が提供されるようその事業の経営を分割

するとともに、その事業が明確な経営責任の下において自主的に運営されるよ

うその経営組織を株式会社とするものとする。

－１－

　目　次　ＪＲ四国発足の経緯（1）　分割民営化

第1条（趣旨）
　この法律は、日本国有鉄道による鉄道事業その他の事業の経営が破綻し、現

行の公共企業体による全国一元的経営体制の下においてはその事業の適切かつ

健全な運営を確保することが困難となつている事態に対処して、これらの事業

に関し、輸送需要の動向に的確に対応し得る新たな経営体制を実現し、その下

において我が国の基幹的輸送機関として果たすべき機能を効率的に発揮させる

ことが、国民生活及び国民経済の安定及び向上を図る上で緊要な課題であるこ

とにかんがみ、これに即応した効率的な経営体制を確立するための日本国有鉄

道の経営形態の抜本的な改革（以下「日本国有鉄道の改革」という。）に関す

る基本的な事項について定めるものとする。

　国は、北海道旅客鉄道株式会社、四国旅客鉄道株式会社及び九州旅客鉄道株

式会社（以下「北海道旅客会社等」という。）の設立に際し、それぞれに基金

を置かせるものとし、その運用により生ずる収益をその事業の運営に必要な費

用に充てることにより、北海道旅客会社等の経営の安定を図るものとする。

２ 　日本国有鉄道は、北海道旅客会社等に対し、前項に規定する基金に充て

るために必要な金額に相当する額の債務を負担するものとする。

第12条（経営の安定のための基金）○資本金　 35億円
○株　主　　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備

支援機構(100%)
○主な経営諸元（H25.4.1現在）
　・鉄道旅客営業キロ　 855.2㎞
　・旅客列車運転本数 1,042本（日あたり）
　・鉄道車両数　　　　　 427両
　・駅の数　　　　　　　　 259駅



・ＪＲ三島会社は営業損失が見込まれるため、
　営業損失の補填機能に経営安定基金を設置

・ＪＲ本州三社及びＪＲ貨物は、長期債務を承継

費用

収入

負債

流動資産

固定資産 資本金等

※数値は国鉄改革時の
　　Ｓ６２年度見通し損益計算書 貸借対照表

金融資産の運用により
得られる収益で損失を補填

※数値は国鉄改革時の
　　Ｓ６２年度首試算値

４５７億円

経営安定基金
運用益

３０８億円

１５２億円

３０億円

１，１１４億円

１００億円

１，０４４億円

利益　３億円

経営安定基金の
想定利回り　７．３％

１０年間（Ｓ52.1～S61.12）における

１０年国債の応募者平均利回りは、７．３％

※

経営安定基金経営安定基金資産

２，０８２億円
２，０８２億円

－２－

　目　次　ＪＲ四国発足の経緯（2）　基本財務スキーム

※



児島

神戸

鳴門

尾道

今治

川之江JCT

高松中央

徳島

松山

高知

四万十町中央

阿南

安芸

大洲

井川池田

坂出

：高速道路開通区間(有料)

：基本計画区間等

：複線電化

：単線電化

：単線非電化

：他社線

鉄 道

徳島

高松

岡山

松山

高知

児島

津島高田

－３－

目 次ＪＲ四国の鉄道路線網と高速道路網

：無料で供用中の区間
鉄道整備の状況

ＪＲ四国 全国平均(JR) ＪＲ四国 全国平均(JR)

営業キロ 855.2km － 880.7km －

○電化延長 235.4km － 56.7km －

電化率 27.5% 55.7% 6.4% 49.3%

○複線化延長 50.8km － 25.8km －

複線化率 5.9% 32.9% 2.9% 30.5%

平成２５年４月 昭和６２年４月

※全国平均はH22年度の数値



－４－

　目　次　四国の高速道路整備状況
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見込

リーマンショック

高速道路料金大幅割引開始
・Ｈ20.9～　 　休日昼間100km以内5割引等

・Ｈ21.3～　平日3割引
　　　　　　　土休日5割引・上限1,000円
・Ｈ23.6～　平日3割引、土休日5割引

　目　次　鉄道輸送人キロ、運輸収入及び高速道路延伸の推移

※　高速道路延伸キロは、JR四国調べ



※社員数は各年度首
※Ｈ２４年度の列車ｷﾛ・車両ｷﾛは、事業計画値

社

員

数

（
人

）

車

両

キ
ロ
（
百
万

㌔

）

－６－
※H24の列車キロ・車両キロは見込み

　目　次　社員数と列車キロ・車両キロの推移
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社員配置駅

契約社員配置駅

無人駅

駅長配置駅平成元年度 平成２５年度

（駅数）

駅長配置駅 70 27% 31 12% 27 10%

社員配置駅 16 6% 1 0.4% 1 0.4%

契約社員配置駅 0 0% 48 19% 23 9%

（有人駅小計） 86 34% 80 31% 51 20%

169 66% 179 69% 208 80%

平成元年度 平成25年度

255 259
無人駅

合計

有
人
駅

平成22年度

259

平成元年度 平成25年度

有人駅
３４％

・年度初の駅数

有人駅
２０％

無人駅
８０％

無人駅
６６％

社員配置駅

契約社員配置駅

無人駅

駅長配置駅

平成22年度

有人駅
３１％

無人駅
６９％

平成２２年秋に、２９駅を無人駅化 平成元年と比較し、
無人駅　　　　＋１４％　（３９駅増加）
駅長配置駅　▲１７％　（４３駅減少）－７－

　目　次　駅係員配置の変遷（平成元年度との比較）



＜凡　例＞　　輸 送 密 度
1,000人未満
1,000 ～　2,000
2,000 ～ 4,000
4,000 ～ 8,000
8,000 ～ 10,000
10,000 ～ 20,000
20,000人以上　　　　　　

※（　）内左側は平成元年度の数値

児島

池谷 鳴門

徳島

今治

阿南

松山

伊予大洲

北宇和島

中村

窪川

須崎

高知

予　讃　線

高松

佐古

海部

甲浦

宇多津

多度津

琴平

佃

阿波池田

若井

宿毛

宇和島

観音寺

内子

八幡浜

後免

奈半利

予土線

徳島線

牟岐線

高　徳　線

鳴門線

本四備讃線

内子線

向井原

土佐くろしお鉄道（中村線、宿毛線）

土佐くろしお鉄道
　　　（阿佐線）

阿佐海岸鉄道

土　讃　線

新谷

引田

牟岐

(25,095→20,537)

※(6,965→4,927)

(2,454→1,646)

※(6,965→3,490)

(5,096
　　→2,980)

(6,589→4,459)

(1,817→722)

(467→283)

(30,372→22,179)

(13,300→9,189)

(7,978→5,488)

(9,224
　　→7,083)

(3,965→3,249)

(4,445
　　→3,806)

(1,072→406)

(3,965
　　→3,249)

(575→252)

(2,447
→1,216)

(7,093→4,122)

(4,818
　　→2,680)

(9,331→5,282)

営業キロ
855.2km

4,000～
　8,000人
30.5％

4,000～
　8,000人
30.5％

2,000～
4,000人
36.1％

2,000～
4,000人
36.1％

1,000～
2,000人
4.5％

1,000～
2,000人
4.5％

1,000人
未満

20.1％

1,000人
未満

20.1％

平成23年度平均輸送密度4,406人

※平成元年の高徳線の輸送密度は、　
　高松～徳島間の値

20,000人
以上
5.9％

20,000人
以上
5.9％

8,000～
10,000人

2.8％

8,000～
10,000人

2.8％

－８－

　目　次　区間別輸送密度（平成23年度）
※輸送密度とは、旅客営業キロ１ｋｍ当たりの１日平均旅客輸送人員を表す。
　　（輸送密度〔人/日・キロ〕＝会社別輸送人キロ÷営業キロ÷日数）

（参考）平成元年度平均輸送密度6,513人



　目　次　ＪＲ旅客６社　定期外収入（ 在来線 ）の推移

－９－

ＪＲ旅客６社　定期外収入（ 在来線 ）の推移　（H13=100とした場合)
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95.4

85.2

84.2
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・Ｈ21.3～H23.6
　平日3割引、土休日5割引、上限1,000円

高速道路料金
大幅割引開始
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経常損益 営業損益 経営安定基金運用収益等

（億円）

計画

（※Ｈ23年度は11億円、H24年度以降は35億円の
経営安定化特別債権利息収入を含む）

－１０－

見込

※

※ ※

目 次経常損益等の推移



－１１－

① 経営安定基金の積み増し（無利子貸付方式）

② 設備投資への助成金・無利子貸付

経営安定化に向けた措置

３５億円／年
特例業務勘定から１，４００億円の無利子貸付を受け、
経営安定化特別債券（20年物、２．５％）を購入

４００億円
Ｈ２３～Ｈ３２年度
助成金１／２、無利子貸付１／２（１０年据置き後１０年均等償還）

目 次平成32年度を目標年度とする経営自立計画

経 常 利 益 △ 6 19 15 4 3
うち、経営安定化債券による利息収入

うち、基金2,082億円による運用益

基金運用益

営 業 外 損 益

営 業 損 益

営 業 費 用

営 業 収 益

うち、鉄道運輸収入

87 117 109 90 87

△ 94 △ 98 △ 94 △ 86 △ 83

374 373 368 359 348

280 274 274 273 265
226 226 226 223 215

84 110 106 90 87
73 75 71 55 52
11 35 35 35 35

23年度 24年度 25年度 28年度 32年度

実績 見込 事業計画 経営自立計画 経営自立計画

（単位：億円）

→ 経営計画の破綻

→ 四国の鉄道ネットワーク維持が困難

喫緊の経営課題

本四高速料金の大幅値下げ（平成２６年度以降）

→ 計画外の新たな経営課題

本四高速料金の大幅値下げ（平成２６年度以降）

→ 計画外の新たな経営課題

平成３２年度を目標年度として、
安定的に利益を計上しうる 「自立経営の確立」 を目指す。

平成３２年度を目標年度として、
安定的に利益を計上しうる 「自立経営の確立」 を目指す。

経営自立計画では、平成26年度以降の高速道路料金に
ついて、現行の水準を前提としている。



岡山

愛媛県　3,300人
特急30便・2時間34分

（松山～岡山）

愛媛県　3,300人
特急30便・2時間34分

（松山～岡山）

高知県　1,300人
特急28便・2時間23分

（高知～岡山）

高知県　1,300人
特急28便・2時間23分

（高知～岡山）

香川県　10,300人
快速75便・52分

（高松～岡山）

香川県　10,300人
快速75便・52分

（高松～岡山）

徳島県　700人
特急4便・1時間59分

（徳島～岡山）

徳島県　700人
特急4便・1時間59分

（徳島～岡山）

本州～四国　15,600人
（定期外　1日平均）

本州～四国　15,600人
（定期外　1日平均）

岡山
700人

大阪
900人

※ 利用人員は平成23年度実績による。

岡山　
4,400人

大阪　
1,600人

香川

10,300人
その他　
3,400人

愛媛

東京
　800人

その他
1,700人 3,300人

高知

徳島

1,300人

700人

※　最速到達時分、岡山直通優等列車数はH25.3.16現在。 －１２－

徳島

高松

松山

高知

児島

宇多津

　目　次　瀬戸大橋線（児島～宇多津）のご利用状況

瀬戸大橋



本四高速料金とJRのご利用人員との関係　

◎　高速道路料金は、「償還主義」に加えて、「公正妥当主義」(他の公共料金、交通機関の運賃、物
価水準などと比較して、社会的・経済的に妥当と認められること）の原則に則るべきものとされて
いる。

明石大橋
開通

瀬戸大橋
開通

Ｊ
Ｒ
ご
利
用
人
員
（
宇
多
津
～
児
島
間
）

本
四
高
速
料
金
（早
島
～
坂
出
間
・
普
通
車
）

△8.9%

瀬戸大橋通行料金

土休日割引料金

ＪＲご利用人員

¥6,620

¥4,600

¥4,100

H9.4～（消費税率変更）

H10.4～（償還計画見直し）
出資期間10年延長
（H24まで）
旧特別料金△20%

H15.7～（民営化に備えた措置）
有利子債務の処理（国1.46兆円）
出資期間再延長（H34まで）
新特別料金△28%

H21.3～

¥6,300
S63.4～

¥6,490

H元.4～（消費税導入）

1,073
万人

¥1,900
H24.4～

高速道路料金
大幅割引開始

725
万人

阪神淡路
大震災 ¥2,870

¥1,000

¥2,050
H23.6～

H21.3～

平日昼間料金（３割引）

752
万人

796
万人

732
万人

道路公団民営化
(H17.10)

H21.3～

H26年度

以降の
料金未定

－１３－
※S62は427万人（連絡船）



▲8～17億円

227
226

229

226 本四料金
の値下げ

（影響拡大）

260

－１４－

224
226

（見込） （計画）

料金割引の一部縮小
＜土休日5割引、平日3～5割引は残存＞

(H23.6～)

一部無料化
(H22.6～H23.6)

休日昼間5割引等
実施

(H20.9～H21.3)

経営自立計画による収入見通し

本四高速料金引き下げ後の収入見通し

もし、本四高速の料金が大幅に引き下げられた場合、
収入の４割強を占める本州関連の収入に大きく影響

年度

鉄
道
運
輸
収
入(

億
円)

252

3年連続の瀬戸大橋線(児島～宇多津間)の定期外輸送人員増加
＜高速道路網の骨格がほぼ完成、景気等の影響小＞

（H19年度～H20年度前半）

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26～

260

250

240

230

220

216～207±α

注）影響額については、一定の前提にて想定したものであり、状況により変化することがある。

土休日上限
1000円実施

(H21.3～H23.6)

本州関連（瀬戸大橋ご利用）が、
収入全体の４割強を占めている。

　目　次　鉄道運輸収入の推移（高速道路料金値下げによる影響）



※瀬戸中央道早島～坂出間（H24.4.14～H26.3.31）の普通車料金。　※通常料金は現金で支払う場合。割引料金はETC車限定。

現在の本四高速（瀬戸中央道：早島～坂出間）普通車料金

－１５－

2,870円
昼間夜間

2,050円
深夜 通勤

1,900円
終日通勤

夜間

通常料金　　4,100円

（平日） （土休日）

通常料金　　4,100円

2,050円

　目　次　今後の高速道路料金について ①

平日夜間割引、平日深夜割引、
平日昼間割引、平日通勤割引

ETC利用で
3～5割引

料率引下げによる一定の割引
＋

休日終日割引

ETC利用で
約54％の割引
（区間により50％～約55％）

◎　本四高速に全国共通水準の料金制度が適用されると、通常料金が現在の5割引

程度になる。

◎　これに加えて、「休日終日割引」や「平日昼間割引」等のETC割引が適用されると、
実際の料金は、現在の通常料金（4,100円）の65～75％割引にまで下がる。



□鉄道利用から自動車利用への転換が進む料金割引（通勤割引、平日3割引、土休日
5割引等）は見直して頂きたい。

－１６－

今後の高速道路料金について ②

・　特に一般道路の混雑緩和を目的とした通勤割引が、一般道路と並行していない高速道路
区間（例：瀬戸中央道児島～坂出間）に対して適用されていることは、目的と合致していない。

□本四高速道路料金は、四国と本州間の鉄道利用に大きな影響を及ぼすことから、割
引を行ったとしても、3,000円程度（瀬戸中央道早島～坂出間、普通車の場合）として

頂きたい。

□現状の料金水準（割引適用後の料金）からの値下げは、経営安定化に向けた措置に
基づく当社の経営自立計画の破綻、ひいては四国の鉄道ネットワークの維持が困難
となることから、避けて頂きたい。

　（参考）高松～岡山間のJRの大人片道運賃：1,470円

料金割引政策に関する要望

道路料金に関する要望



(参考)　瀬戸大橋について

・　瀬戸大橋は「道路鉄道併用橋」として作られており、上部を道路（本四高速）が、下部を鉄道
が使用している。

・　瀬戸大橋（道路鉄道共用部）は、「道路専用部」「鉄道専用部」及び「橋体共用部」に分けら
れる。

道路専用部 鉄道専用部 橋体共用部

道
路
鉄
道
共
用
部

西 東

上り 下り

（幹･上） （幹･下） （在･上）（在･下）

（将来の新幹線用スペース）

－１７－

瀬戸大橋

坂出駅

宇多津駅 坂出IC

児島IC
児島駅

早島IC
茶屋町駅

岡山

鉄道単独部
14.9km

道路鉄道
共用部
13.1km

鉄道単独部 4.4km
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